
平
成
30
年
度　

決
算
審
査

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会

　

全
議
員
に
よ
る
「
予
算
決
算
常
任

委
員
会
」
（
土
屋
喜
久
夫
委
員
長
）

が
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
令
和

元
年
度
補
正
予
算
と
平
成
30
年
度
決

算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

各
課
（
課
長
・
係
長
）
か
ら
の
説

明
と
質
疑
、
意
見
交
換
に
よ
る
審
査

の
結
果
、
全
会
一
致
で
認
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
決
算
は
「
終
わ
っ
た

こ
と
」
と
い
う
認
識
で
は
な
く
、
今

後
の
事
業
の
あ
り
方
や
、
次
年
度
の

予
算
編
成
等
に
活
か
し
て
も
ら
う
た

め
の
大
事
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
捉
え

て
い
ま
す
。

令和元年９月第３回定例会
平成30年度決算など37議案を審議

８月29日から９月13日まで

　

今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
条
例
案
　
　
　
　
　
　 

（
９
件
）

・
令
和
元
年
度
補
正
予
算 

（
11
件
）

・
平
成
30
年
度
決
算
　
　 

（
12
件
）

・
事
件
案
　
　
　
　
　
　 

（
１
件
）

・
人
事
案
　
　
　
　
　
　 

（
３
件
）

・
専
決
処
分
の
承
認
　
　 

（
１
件
）
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定　例　会　の　あ　ら　ま　し

日付 主な内容 詳細

８月29日㈭

・開　会　
・監査報告
・議案上程
　　　ほか

◎会期の決定
◎６月定例会以降の行政報告（村長）
◎平成30年度一般会計及び特別会計（計12会計）監査報告
　　　　　　　　　　　　　  （渡邉吉基 代表監査委員）
◎議案上程 ⇒ 所管の常任委員会へ付託 ほか

全員協議会
◎村からの報告事項（内容は25ページ）と質疑。
◎議員間での協議 ほか

９月３日㈫
　　４日㈬
　　５日㈭

予算決算
常任委員会
（全議員）

◎「平成 30 年度決算」、「令和元年度補正予算」、「事業の
　進捗状況」などについて、各課から説明、質疑、審議等

９月６日㈮ 全員協議会

◎農業振興公社、木島平観光㈱、観光振興局、社会福祉
　協議会の経営状況報告
◎人権研修講座
◎村内視察（平塚発掘状況、新庁舎内建築状況）

９月７日㈯
９月８日㈰

調布市訪問

◎市役所訪問 
◎調布市議会議員との懇談会
◎調布市花火大会
◎武者小路実篤記念館・深大寺ほか見学 （詳細は27ページ）

９月10日㈫
９月11日㈬

一般質問
◎８人の議員が、村政の課題に対して質問
（各議員の質問項目は31ページ、要旨は11月号に掲載予定）

９月12日㈭
総務民生文教

・
産業建設

常任委員会 ほか

◎付託された条例案について、各常任委員会で審議
◎「審査意見」について協議

９月13日㈮
全員協議会

◎人事案および追加議案についての詳細な説明や質疑、
　議員間での協議 ほか

採　決
◎各常任委員長による委員会審査の報告・採決
◎追加議案上程および採決
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（主旨抜粋）

　令和元年６月 第２回議会定例会で出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８月29日本会議「諸般の報告」より）

「６月議会の審査意見」に対する村の対応

意見①　介護保険制度が創設され20年が過ぎようとし
ている。給付費も、当初に比べ倍増しており、
高齢化の進む中、更に増高の心配がある。

　　　高齢になっても健康で暮らせる村を目指して、
更に施策を展開されたい。

　

意見②　ファームス木島平の東側を流れる蛭川と県道
飯山野沢温泉線に挟まれた土地に、周囲を銀色
の工事用フェンスで囲われた廃棄物を保管して
いると思われる施設ができている。この施設に
ついて、村民から不安の声が上がっているので、
法律に抵触していないか、関係機関と連携をと
りながら確認するとともに、不測の事態を招か
ないよう動向等に注視されたい。

総務民生文教常任委員会
意見 対応①　介護保険に頼らず高齢になっても健康

で暮らせるよう、「筋力アップ教室」や「介
護予防ミニデイサービス」など、介護予
防事業に積極的に取り組んでいる。もっ
と多くの方に参加してもらえるように、
内容の充実を図っていきたい。

対応②　現時点では、法律に抵触している状況
は確認されていない。

　　　　引き続き、関係機関（警察、県北信地
域振興局環境課、飯山市）と連携を取り
ながら、情報共有を図っていく。

　　　　現在は、村及び関係機関それぞれが動
向等を注視している。

意見①　旧北部小学校のグラウンドに住宅団地と村営
住宅の建設計画があるが、事業を進めるにあた
り進捗に支障をきたさないよう関係部署との情
報共有を図られたい。

産業建設常任委員会
対応①　村が計画する住宅団地等の事業の進捗

に支障が出ないよう、関係部署との情報
共有を図り、村有地を貸付けている法人
との調整を十分行いながら事業を進める。

意見①　カヤの平高原ロッジの受託者が決定し、管理
委託で現在営業をされているが、日本の風景を
代表する傑出した自然の景勝地である上信越高
原国立公園内に位置するカヤの平高原について、
さらに魅力アップされるよう推進されたい。

意見②　そば振興のために集落支援員制度を活用して
後継者の人材確保を進めるとのことだが、そば
打ち研究会など既存の組織の活用も含めて対応
を検討されたい。

予算決算常任委員会
意見 対応①　ロッジは、今年度から３年契約で「合

同会社ドブ平組」に施設を貸付けし、営
業を行っている。今後も受託者と連携し
ながら、カヤの平全体を魅力あるものに
していきたい。

　　　　また、カヤの平高原の魅力を効果的に
発信し、さらに魅力ある企画も検討しな
ければならないと考えている。

対応②　そば振興のための人材確保は、外部か
らではなく、そば打ち研究会など既存
の組織も含めた中で、人材確保に努め
ていく。

意見

意見

意見

対応

対応

対応

対応

対応

➡

➡

➡

➡

➡
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決算に対する監査委員からの意見 （８月29日　本会議「監査報告」より抜粋）

　実質公債費比率（※ 4）が 12.6％で前年度対比 0.5 ポイント増となった。新庁舎の建設や公
共施設の維持管理に伴い、実質公債費比率はさらに上昇し、数年後にはピークを迎えると予想
されている。今後とも公共施設の維持管理にあたっては、管理計画に基づき総合的な判断のも
と、実質公債費比率が 18％を超えないよう計画的に対応されたい。
　また、「地方公共団体財政健全化法」による「４指標」（※ 5）についても、数値に注視し、
健全な財政状態の維持を図られたい。

≪財政の構造として≫

①本年度の村税の不納欠損（※1）額は、500万
1,436円となっている。要因を再検証し、税負
担の公平を欠かないよう回収に努められたい。

≪総括として≫

③経費をいかに抑え軽減できるかは財政運営に
とっては肝要な事項。日頃から節約に努めら
れているが、さらに電気料や燃料代等経費全
般の削減に努められたい。

②自主財源の確保は、財政運営において重要課
題である。村税・料金等における滞納金の徴
収にあたり、対策会議等を設けて推進されてい
るが、さらに各係間で情報を共有し連携を図り
ながら引き続き徴収の強化に努められたい。

④資金前渡（※ 2）は「支払いが終わった日か
ら５日以内」、概算払い（※ 3）は「金額が確
定したときは速やかに」精算することとされ
ているが、平成 30 年 5 月の起票から精算が
完了するまで、ほぼ１年を費やしているもの
があった。財務規則に従って職員が確実に処
理するよう徹底するとともに、管理体制の強
化を図られたい。

⑤個人情報の管理権限等は、規則等に定められ
ているが、管理職の権限に関わらず担当職員
が業務を行っている。個人情報の保護は重要
な課題であることから、早急に規則等に基づき
管理運営体制の徹底を図られたい。

平成 30 年度決算の
監査報告をする
渡邉吉基代表監査委員

（※１～５の用語は、左ページで解説）

⑥馬曲温泉いきいきデー（福祉バス）は平成
25年に比べ利用者が半減している。村民の福
祉向上の面から大切な事業となっているので、
工夫をして利用者の増加対策を図られたい。

⑩国民健康保険事業の安定した運営を進めるた
めには、被保険者の健康管理に意を注ぎ、病
気にならないこと、病気の早期発見・治療が
肝要である。人間ドック検診料助成事業など
取り組まれているが、受診率の更なる向上と
病気予防対策に積極的に取り組まれたい。

⑦人口が減少しているにもかかわらず燃やせる
ごみが増加傾向にある。減量化への目標達成
に向けた具体的な取組み 5 項目のうち 3 項
目が未実施（達成度 0％）であった。なぜ達
成できなかったのか再検証し、分別・減量に
向けた指導が徹底されるよう検討されたい。

⑨平成 31 年 3 月定例会で「ふう太の杜森林整
備事業」が「村有林木材売払収入」として計
上され、660万円入金となった。この議案は、
ふう太の杜の木材を新庁舎に集積材として利
用するため、平成 26 年 3 月定例会に上程さ
れた。その後、同年 5 月臨時会で新庁舎建
設予算が否決されたが、伐採は継続された。
本来、否決の段階で新規または別事業として
予算計上されるべきだが、売却の収支が簿外
で進められた。このような取扱いは特異なも
のと判断する。原因を究明し、今後このよう
なことが無いよう改善を図られたい。

⑧「特産品開発推進奨励補助金交付要綱」に補
助対象事業は「村内資源を使った加工品」と
ある。今回交付の事業には明確な書類が添付
されていないので、確認できる書類を添付さ
れたい。



 

８
月
29
日
（
木
）

①
幼
児
教
育
無
償
化
の
実
施
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
の
幼
児
教
育
無
償

化
に
伴
い
、
予
算
の
補
正
、
職
員
体

制
の
見
直
し
、
例
規
の
改
正
等
が
行

わ
れ
れ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

②
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
に
つ
い
て

　

１
年
間
（
昨
年
７
月
～
今
年
６
月
）

の
店
舗
ご
と
の
収
支
内
訳
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
営
業
利
益
は
３
店
舗
の
合
計
で

約
５
５
４
万
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
ホ
ー
ル
の
空
調
設
置
工

事
（
予
算
１
３
５
５
万
円
）
お
よ
び
マ

ル
シ
ェ
ホ
ー
ル
の
屋
根
改
修
・
ホ
ー
ル

内
装
区
画
工
事
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

屋
根
は
、
老
朽
化
部
分
の
み
の
改
修

（
６
１
０
０
万
円
：
想
定
耐
用
年
数
10

年
）
と
全
面
改
修
（
７
９
０
０
万
円
：

想
定
耐
用
年
数
20
～
30
年
）
の
２
つ
の

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

③
新
庁
舎
の
備
品
購
入
計
画
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
で
使
用
す
る
備
品
に
つ
い
て
、

再
利
用
す
る
も
の
・
購
入
が
必
要
に
な

る
も
の
の
一
覧
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
損
等
が
少
な
く
、
今
後
も
長
期
間

に
渡
り
使
用
で
き
る
備
品
は
再
利
用
し

ま
す
が
、
事
務
机
は
パ
ソ
コ
ン
に
対
応

し
た
も
の
を
、
椅
子
は
新
庁
舎
の
床
に

適
し
た
も
の
を
購
入
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
財
産
取
得
（
備
品
購
入
）
の

議
案
は
、
第
５
回
臨
時
会
で
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　 

10
月
３
日
（
木
）

　

新
庁
舎
の
増
工
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
次
の
通
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
建
築
（
外
構
工
事
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
８
８
０
万
円

②
電
気
（
電
源
切
替
え
に
係
る
費
用
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
５
２
０
万
円

③
機
械
（
空
調
機
ダ
ク
ト
の
変
更
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
90
万
円

　

新
庁
舎
建
設
に
係
る
予
算
内
に
は
納

ま
り
ま
す
が
、
変
更
契
約
が
必
要
と
な

る
た
め
、
再
び
臨
時
会
が
開
か
れ
る
予

定
で
す
。
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前
ペ
ー
ジ
の
用
語
解
説

※
１　

不
納
欠
損

　

滞
納
し
た
税
は
５
年
の
時
効
が
あ
り

ま
す
が
、
回
収
不
能
を
防
ぐ
た
め
、
時

効
中
断
の
手
続
き
（
最
大
５
年
間
延
長

で
き
る
）
が
あ
り
ま
す
。
時
効
を
迎
え

る
と
、そ
の
分
は
「
損
失
」
と
し
て
「
不

納
欠
損
」
と
な
り
ま
す
。
滞
納
者
の
破

産
宣
告
、
死
亡
な
ど
の
場
合
に
不
納
欠

損
に
な
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

※
２　

資
金
前
渡

　

交
通
費
な
ど
現
金
払
い
を
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
支
払
い
期
日
よ
り
前
に
現

金
を
渡
す
こ
と
。

※
３　

概
算
払
い

　

支
払
額
が
未
定
の
と
き
に
、
お
よ
そ

の
見
積
額
を
支
払
う
こ
と
。

　

※
２
・
※
３
と
も
精
算
後
に
使
用
し
な

　

か
っ
た
（
余
っ
た
）
お
金
は
、
村
に
戻

　

し
ま
す
。

※
４　

実
質
公
債
費
比
率

　

村
の
年
間
の
収
入
に
対
し
、
借
金
返

済
額
が
占
め
る
割
合
を
示
す
数
値
。

　

こ
の
比
率
が
18
％
を
超
え
る
と
、
新

た
な
借
金
を
す
る
に
は
、
国
や
県
の
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
５　
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」

　

に
よ
る
「
４
指
標
」　　

　
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」

と
は
、
地
方
自
治
体
の
財
政
破は

た
ん綻
を
早

い
段
階
で
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
法
律
。
公
表
さ
れ
る
財
政
指
標
は
次

の
４
つ
。

①
実
質
赤
字
比
率（
本
村
で
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
）

　

村
の
一
般
収
入
額
に
対
す
る
赤
字
額

の
割
合
。

　

４
指
標
と
も
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

状
況
は
悪
い
と
さ
れ
ま
す
。

全
員
協
議
会

令
和
元
年 

第
５
回 

臨
時
会

契
約
の
目
的

新
庁
舎
備
品
購
入

事
業

工
事
場
所

新
庁
舎
１
・
２
階

概　
　
　

要

事
務
・
会
議
デ
ス
ク
、

椅
子
等

契
約
金
額

１
３
３
１
万
円

契
約
の
相
手
方

㈱
穂
高

全
員
協
議
会

②
連
結
実
質
赤
字
比
率（
生
じ
て
い
ま
せ
ん
）

　

村
の
収
入
額
に
対
す
る
全
会
計
（
特

別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
含
む
）
の
赤

字
額
の
割
合
。
財
政
の
「
全
体
像
」
を

と
ら
え
る
の
が
こ
の
指
標
の
目
的
で
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率
（
前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）

　

村
の
年
間
の
収
入
に
対
し
、
借
金
返

済
額
が
占
め
る
割
合
を
示
す
数
値
。

④
将
来
負
担
比
率（
０
％
以
下
で
し
た
）

　

今
後
、
返
済
が
必
要
な
村
の
借
金
の

総
額
が
、
村
の
年
間
収
入
の
何
倍
に
相

当
す
る
か
を
示
す
数
値
。
公
社
や
第
三

セ
ク
タ
ー
ま
で
含
み
ま
す
。

　

10
月
３
日
（
木
）
全
員
協
議
会
が
開

か
れ
、
次
に
つ
い
て
、
採
決
し
ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

事
　
件

１
件
（
可
決
）
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生
涯
学
習
課
の
樋
口
和
雄 
専
門
幹

が
講
師
と
な
り
、
冊
子
『
雪
ん
子
～
部

落
の
あ
ゆ
み
と
人
権
同
和
教
育
～
』
を

教
材
に
し
て
人
権
研
修
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
部
落
の
歴
史
を
中
心
に
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
部
落
の
人

た
ち
は
高
い
技
術
力
を
持
ち
、
武
具
づ

く
り
や
皮
革
製
造
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、

犯
罪
者
の
取
り
締
ま
り
や
護
衛
を
行
い
、

社
会
や
文
化
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
る
と
、「
解
放
令
」
に
よ
り
、

例
え
ば
、
皮
革
関
連
産
業
に
大
き
な
会

社
が
で
き
た
り
す
る
と
、
被
差
別
部
落

の
産
業
は
衰
退
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
の
研
修
だ
っ
た
た

め
、
議
員
か
ら
は
再
度
研
修
の
機
会
を

設
け
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
が
進
ん
で
い
る
平
塚
遺
跡

の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
塚
遺
跡
調
査
主
任
の
中
島
庄
一
さ

ん
に
よ
る
と
、
弥
生
時
代
ご
ろ
の
身
分

の
高
い
人
が
葬
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
の
手
に
よ
る
地
道
な
作
業
の
な
か
、

新
た
な
歴
史
的
な
発
見
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。

　

建
設
中
の
役
場
新
庁
舎
内
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

建
設
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
予
定

通
り
竣
工
（
11
月
末
）
と
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
12
月
議
会
定
例
会
は
現
庁
舎

で
行
い
ま
す
の
で
、
新
庁
舎
で
の
定
例

会
は
３
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

９
月
６
日（
金
）

人
権
研
修
講
座

９
月
６
日（
金
）

平
塚
遺
跡
発
掘
状
況
視
察

９
月
６
日（
金
）

役
場
新
庁
舎
建
設
状
況
視
察

人権研修講座

平塚遺跡

発掘作業の様子

２階会議室　内装工事の様子  １階　内装工事の様子 村体育館側から見た工事の様子

　

９
月
議
会
会
期
中
、
研
修
や
村
内

視
察
、
調
布
市
議
会
と
の
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
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村
議
会
で
は
、
議
員
に
就
任
し
た
年

に
調
布
市
を
訪
問
し
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
を
兼
ね
て
、
調
布
市
議
会
議
員
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　　

今
回
は
、
調
布
市
議
会
か
ら
の
お
招

き
で
、
調
布
市
花
火
大
会
に
あ
わ
せ
て

訪
問
し
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
の
昼
食
会
で
両
議
員
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
布
市
議
会
議
員
は
28
人
。
年
齢
も

30
歳
か
ら
80
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
情
報

交
換
な
ど
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
て
交

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、調
布

市
議
会
議
員
と
花
火
を
観
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
は
、
調
布
市
議
会
事
務
局

職
員
の
案
内
で
、「
武む

し

ゃ

こ

う

じ

者
小
路
実さ

ね
あ
つ篤

記

念
館
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
武
者
小
路

実
篤
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

小
説
家
・
詩
人
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に

戯ぎ
き
ょ
く曲
（
演
劇
の
台
本
、
ま
た
そ
の
形
式

で
書
い
た
文
芸
作
品
）
や
画
業
で
も
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
作
品
に
『
お
目

出
た
き
人
』
や
『
友
情
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る
「
旧
武
者
小
路
実
篤
邸
」
も
見
学
し

ま
し
た
。
70
歳
か
ら
90
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
20
年
間
、
実
篤
は
そ
の
自
宅
で
文

芸
作
品
や
多
く
の
書
画
を
制
作
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
深じ

ん
だ
い
じ

大
寺
に
移
動
し
、
東
日

本
最
古
の
国
宝
仏
「
白は

く
ほ
う
ぶ
つ

鳳
仏
」
を
拝
観

し
ま
し
た
。

　

深
大
寺
は
、
縁
結
び
の
信
仰
を
あ
つ

め
て
い
る
「
深じ

ん
じ
ゃ
だ
い
お
う

沙
大
王
」
を
ま
つ
る
お

寺
で
す
。

　

春
に
「
お
田
植
え
の
儀
」
で
木
島
平

米
の
田
植
え
を
行
い
、
秋
に
収
穫
さ
れ

る
稲
は
、
縁
結
び
開
運
の
お
守
り
と
な

り
ま
す
。

　

お
昼
に
は
、
調
布
市
議
会
の
渡
辺
進

二
郎
議
長
と
宮
本
和
実
副
議
長
と
と
も

に
深
大
寺
そ
ば
を
堪
能
し
ま
し
た
。

調布市議場

９
月
７
日（
土
）～
８
日（
日
）

調
布
市
訪
問

調布市花火大会

武者小路実篤記念館旧武者小路実篤邸

深大寺深大寺境内
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　■

情
報
通
信
施
設
条
例
の
一
部
改
正

■
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

■
高
社
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

■
水
道
条
例
の
一
部
改
正

■
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
　
　
　
　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

い
ず
れ
も
消
費
税
の
税
率
改
正
に
伴

う
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
の
改
正
。

■
税
条
例
の
一
部
改
正

　

刑
事
施
設
（
刑
務
所
や
拘
置
所
）

に
収
容
さ
れ
て
い
る
人
の
国
民
健
康

保
険
料
の
減
免
の
実
施
が
、
県
の
統

一
的
な
扱
い
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う

条
文
の
改
正
。

■
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
票
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
へ

の
旧き

ゅ
う
う
じ氏

の
記
載
が
可
能
と
な
る
条
例

の
改
正
。

■
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
の一

部
改
正

　

人
権
三
法
（
※
）
に
基
づ
き
、
人
権

尊
重
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
の
条
文
の

改
正
。

■
若
者
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　

１
階
の
花
嫁
控
室
を
会
議
室
に
改
修

し
た
こ
と
に
伴
う
名
称
の
改
正
。

■
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

歳
入
・
歳
出
で
１
０
５
７
万
１
千
円

を
増
額
。

　

総
額
は
、
40
億
２
１
１
４
万
６
千
円
。

《
主
な
補
正
内
容
》

　
　
　
　
　

 

（
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

○
人
件
費

・
現
時
点
で
の
職
員
体
制
に
お
け
る
人

　

件
費
。　
　

 　

  

（
▲
６
６
０
万
円
）

○
保
育
所
費

・
嘱
託
職
員
と
臨
時
職
員
の
全
体
の
必

　

要
額
を
増
額
。 　
　

（
４
２
３
万
円
）

・
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

　

改
修
費
の
負
担
金
（
財
源
は
国
か
ら

　

補
助
金
）
。　
　

 　

（
５
８
８
万
円
）

○
母
子
保
健
費

・
出
生
時
か
ら
３
歳
健
診
等
の
母
子
保

　

健
情
報
の
連
携
を
図
る
た
め
の
シ
ス

　

テ
ム
改
修
。　
　
　

（
２
１
３
万
円
）

　
○
道
路
維
持
費

・
舗
装
補
修
工
事
費
。　
（
１
０
５
万
円
）

○
橋
り
ょ
う
整
備
費

・
橋
り
ょ
う
点
検
整
備
費
に
過
疎
債
の

　

充
当
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う

　

財
源
の
振
替
。　

（
▲
１
８
０
万
円
）

○
消
防
施
設
費

・
消
防
施
設
、
消
火
栓
の
修
繕
に
係
る

　

負
担
金
を
増
額
。　
　
　

（
63
万
円
）

○
文
化
財
保
護
費

・
平
塚
遺
跡
が
古
墳
と
し
て
の
認
定
に

　

必
要
な
要
件
を
満
た
す
た
め
、
更
な

　

る
調
査
の
た
め
の
費
用
。
（
54
万
円
）

ほ
か

〈 

特 

別 

会 

計 

〉　
　

■
情
報
通
信
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
分
（
４
６
７
万
円
）
を

　

一
般
会
計
繰
入
金
で
減
額
。

　

補
正
額　

増
減
な
し
。

　
　
　
　
　
　

 

（
総
額
５
９
０
４
万
円
）

■
学
校
給
食
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
を
予
備
費
に
計
上
。

　

補
正
額　

96
万
１
千
円
追
加
。

　
　
　
　

 

（
総
額
２
１
７
７
万
２
千
円
）

■
奨
学
資
金
貸
付
事
業
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
を
一
般
会
計
に
戻
す
。

　

補
正
額　

23
万
４
千
円
追
加
。

　
　
　
　
　

（
総
額
８
７
０
万
１
千
円
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
を
予
備
費
に
計
上
。

　

補
正
額　

５
万
８
千
円
追
加
。

　
　
　
　

 

（
総
額
５
６
８
１
万
８
千
円
）

■
国
民
健
康
保
険
（
第
１
号
）

　

前
年
度
療
養
給
付
費
の
精
算
に
よ
る

国
庫
負
担
金
返
還
金
と
、
法
改
正
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
。

　

補
正
額　

５
２
４
万
５
千
円
追
加
。

　

財　

源　

保
険
給
付
費
交
付
金
返
還

　
　
　
　
　

金
の
ほ
か
、
不
足
分
を
国

　
　
　
　
　

民
健
康
保
険
基
金
繰
入
金
。

　
　

 

（
総
額
５
億
５
８
１
９
万
４
千
円
）

条
　
例

９
件
（
可
決
）

上
程
さ
れ
た
議
案
の
概
要

補
正
予
算

11
件
（
可
決
）

（
※
）
人
権
三
法
と
は

①
障
害
者
差
別
解
消
法

　
　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

　
　

消
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
。

③
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法

　
　

日
本
に
居
住
し
て
い
る
外
国
出

　
　

身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的

　
　

言
動
の
解
消
に
取
り
組
む
た
め

　
　

の
法
律
。

②
部
落
差
別
解
消
推
進
法

　
　

今
も
な
お
存
在
し
て
い
る
部
落

　
　

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
た
め

　
　

の
法
律
。



■
介
護
保
険
（
第
２
号
）

　

介
護
予
防
住
宅
改
修
費
、
高
額
医
療

合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
前
年
度
介
護

給
付
費
の
精
算
に
よ
る
返
還
金
。

　

補
正
額　

１
５
９
８
万
５
千
円
追
加
。

　

財　

源　

前
年
度
繰
越
金
。

　
　
　
　

 

（
総
額
５
億
９
３
７
２
万
円
）

■
下
水
道
事
業
（
第
１
号
）

　

嘱
託
職
員
の
社
会
保
険
料
。

　

補
正
額　

８
千
円
追
加
。

　

財　

源　

前
年
度
決
算
に
よ
り
繰
越

　
　
　
　
　

金
を
増
額
、
一
般
会
計
繰

　
　
　
　
　

入
金
を
減
額
。

　
　

 

（
総
額
３
億
７
５
５
６
万
７
千
円
）

■
農
業
集
落
排
水
事
業
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
し
分
（
３
万
２
千
円
）

を
一
般
会
計
繰
入
金
で
減
額
。

　

補
正
額　

増
減
な
し
。

　
　
　
　

 

（
総
額
１
９
８
４
万
４
千
円
）

■
高
社
簡
易
水
道
（
第
１
号
）

　

地
方
債
償
還
額
の
不
足
分
。

　

補
正
額　

１
９
１
万
円
追
加
。

　

財　

源　

繰
越
金
、
一
般
会
計
繰
入

　
　
　
　
　

金
、
高
社
簡
水
積
立
金
。

　
　
　
　

 

（
総
額
１
８
７
３
万
２
千
円
）

■
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　
　

職
員
人
件
費
。

　

補
正
額　

27
万
円
追
加
。

　

 　
（
総
額
１
億
８
１
０
５
万
７
千
円
）

■
平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
（
※
）
の
処
分

　

水
道
事
業
会
計
の
未
処
分
利
益
剰
余

金
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
３
２
７
６
万
１

千
円
の
う
ち
、
１
５
０
０
万
円
を
減
債

積
立
金
に
、
１
５
０
０
万
円
を
建
設
改

良
積
立
金
に
積
み
立
て
、
残
額
を
繰
り

越
す
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

・
宮
﨑　

光
雄　

氏
（
再
任
）

■
教
育
長
の
任
命

・
小
林　
　

弘　

氏
（
再
任
）

■
監
査
委
員
の
選
任

・
渡
邉　

吉
基　

氏
（
再
任
）

　

詳
細
は
広
報
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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事
　
件
（
※
）

１
件
（
可
決
）

人
　
事

３
件
（
同
意
）

※
事
件
と
は

　

議
会
に
上
程
さ
れ
る
も
の
は
全
て

「
事
件
」
で
す
が
、
本
議
会
で
は
、
契

約
の
締
結
や
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

場
合
な
ど
に
「
事
件
」
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処

分
が「
事
件
」と
し
て
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処

分
が
、
ま
た
、
10
月
３
日
の
臨
時
会

（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
は
、
契
約
の
締

結
が「
事
件
」と
し
て
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

※
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
と
は

　

利
益
剰
余
金
は
、
毎
年
度
の
活
動
か

ら
得
た
利
益
を
元
と
し
て
、

①
使
い
道
の
あ
る
剰
余
金
（
積
立
金
）

②
使
い
道
が
未
定
の
剰
余
金

　

に
分
け
ら
れ
ま
す
。　

②
が
、「
未
処
分
利
益
剰
余
金
」
で
す
。

②
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
（
前
年
度
繰

　

越
利
益
）
に
当
年
度
利
益
を
加
え
た

　

も
の
が
「
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余

　

金
」
と
な
り
、
そ
の
使
い
道
を
決
め

　

る
こ
と
を
「
処
分
（
利
益
処
分
）」

　

と
言
い
ま
す
。

今
回
は
、

①
積
立
金

　

・
減
債
（
借
入
金
の
返
済
）
の
た
め

　

・
建
設
改
良
工
事
に
充
て
る
た
め

②
残
額
は
繰
り
越
す
（
未
処
分
利
益
剰

　

余
金
と
な
る
）

　

と
の
処
分
と
な
り
ま
し
た
。

専
決
処
分
（
※
）

１
件
（
可
決
）

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分

の
報
告

・
駐
車
し
て
い
た
車
両
に
公
用
車
が
接

　

触
し
、相
手
方
の
車
両
を
損
傷
さ
せ
た
。

　
　
　
　

賠
償
額
：
17
万
４
２
７
１
円

※
専
決
処
分
と
は

　

本
来
、
議
会
が
議
決
・
決
定
す
べ
き

事
項
を
、
特
定
の
場
合
（
議
会
を
招
集

す
る
時
間
が
な
い
緊
急
時
な
ど
）
に
限

り
、
市
町
村
長
が
議
会
に
諮
ら
ず
処
理

す
る
こ
と
。

　

処
理
後
は
議
会
に
報
告
し
て
承
認
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

12
月
定
例
会
の
予
定

11
月
15
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

11
月
28
日
（
木
）
定
例
会
開
会

12
月
10
日
（
火
）
一
般
質
問

12
月
11
日
（
水
）
一
般
質
問

12
月
13
日
（
金
）
採
決
・
閉
会

○
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

　
　

11
月
21
日
（
木
）

　

請
願
・
陳
情
は
早
め
に
議
会
事
務

局
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局

員
に
内
容
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平成30年度 決算（12会計）全会一致で認定
　一般会計決算（１件）・特別会計決算（10件）・水道事業会計決算（１件）　全て認定となりました。
なお、審査の過程で出された意見の中から、今後に向けて、特筆すべきことを絞り込み、本会議で
「審査意見」として報告しました。　　　　　　（決算の概要は、広報９月号２～３ページに掲載）

≪補正予算に対して≫
①児童福祉費に、やまほいく実施のための「遊歩道計画」が提案されているが、場所がやまび
この丘公園内との説明であった。園児が１週間に何日活用できるか不透明。再考されたい。

　
≪決算に対して≫
①集落の在り方や統合など、議論が進行中の中で、公会堂等の改修が進んでいる。基本財産の
取得が統合等の妨げにならないよう、細心の配慮と集落への指導をされたい。

　
②将来財源を考えると、公共施設の廃止等やむを得ないと理解するが、事業遂行にあたり、
村民意見を丁寧に聴取されたい。

　
③粗大ごみ、持ち込みごみの増大が負担金の増大につながっている。更なる減量化への啓発と、
適正な処理方法の指導を強められたい。

　
④観光振興局の経済的な効果が見受けられない。当初計画が遂行できるよう指導されたい。
　
⑤新たな発掘事業で恒久の歴史に注目が集まるが、従来から管理されていた文化財の保護が
なおざりにされている。地域の協力などを得て適正な管理をされたい。

　
⑥保育料無償化などで大きな予算が投入されている保育所運営は、最大限の効率化が求められ
る。村民が納得のできる運営をされたい。

　
⑦監査意見にあるように、条例規則に照らし、違法行為が漫然と行われている。担当者をはじめ、
理事者、管理職員、関係職員の法令順守を徹底されたい。

予算決算常任委員会　審査意見

決算認定に対する　賛成討論　勝山　正　議員　（要旨）

　監査委員報告のとおり、平成 30 年度の実質収支額は１億２，３７８万円となり黒字決算で結了、
特別会計においても、問題なく運用されている。
　自主財源確保は財政運用において重要課題の一つ。不納欠損額も見られるが、税負担の公平を
欠くことのないよう努めていただきたい。
　全国的に人口減少に対する地方交付税の減額は進んでいる。限りある財源の中で、当村を取り
巻く経済状況は、ますます厳しい状況が続くと予想される。
　令和元年度は、新庁舎の竣工や保育園無償化などの課題もあり、財政安定の確保と健全な財政運用、
経費の節約は財政運営における重要事項。
　職員数が少ない中での業務執行は厳しいものがあると思われるが、情報の共有を図り、一人一人
が村民の声に耳を傾け、住民福祉の向上への取り組みを更に進めていただきたい。
　今後、これらの取り組み推進を期待し賛成の討論とする。
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各議員の一般質問の項目
　９月 10 日（火）、11 日（水）８人の議員が「ファームス木島平」や「下高井農林高校」など、村民から
大きな関心を持たれる項目を中心に一般質問を行いました。
　質問・答弁の要旨は来月の議会だより 11 月号に掲載します。

 

９
月
13
日
（
金
）

①
最
終
日
提
出
議
案
に
つ
い
て

・
人
事
案　

３
件

・
専
決
処
分
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

（
29
ペ
ー
ジ
参
照
）

②
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

　

現
在
、
各
自
治
体
で
雇
用
さ
れ
て
い

る
臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員
を
、
令
和
２

年
度
か
ら
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と

い
う
身
分
に
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
、
臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員

は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
取
扱
い
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年

度
か
ら
は
地
方
公
務
員
法
な
ど
の
法
律

で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
労
働
諸
条
件
は
、
各
自
治

体
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
勤

務
時
間
や
諸
手
当
、
社
会
保
障
関
係
な

ど
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま
す
。

③
庁
舎
建
設
工
事
の
工
事
費
増
工

見
込
み
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
の
建
設
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
に
増
工
・
変
更
と
な
っ
た
部
分
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
詳

細
は
明
確
に
な
っ
て
か
ら
、
議
会
で
改

め
て
説
明
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
増
工
部
分
に
係
る
お
お
よ
そ

の
金
額
が
臨
時
会
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）

全
員
協
議
会

９月 10日（火）

1 山﨑　栄喜　議員

１　特産物の振興について
２　木島平村住宅リフォーム等補助金について
３　人間ドック受診料補助金について
４　職員の懲戒処分について

2 山浦　　登　議員
１　自衛隊への村民の名簿提出について
２　村の施設整備、更新について
３　道の駅ファームス木島平について

3 丸山　邦久　議員

１　人材育成について
２　契約を伴う議案に契約書の添付を
３　広域観光について
４　ファームス木島平について

4 芳川　修二　議員
１　下高井農林高校の再編について
２　インターネット社会に適応した人権等の対策について
３　ファームス木島平の運営について

９月 11日（水）

1 江田　宏子　議員
１　「安心して暮らせる村」の体制づくりに向けて
２　教育委員会の方針と学校の取り組みについて
３　ファームス木島平の状況を踏まえて

2 土屋喜久夫　議員
１　スマート自治体に向かっているか
２　村全体の連結決算は、いかに
３　議会の強化について

3 勝山　　卓　議員 １　農の拠点施設「ファームス木島平」と６次産業化推進について
２　警鐘楼老朽化への対応について

4 山本　隆樹　議員 １　民生児童委員の取り組みについて
２　下高井農林高校の存続について


